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� � � �市の人口　50,932人
・男 25,088人（24,908人） 世帯数 21,278世帯
・女 25,844人（25,775人） （21,040世帯）

4月 30日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

5.26『We are タイヤed !!』
（５月18日・田名部中学校体育祭にて）
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　市では、原子力関連施設の現状や安全性、管理体制等を市

民のみなさま自らの目で確認していただくため『東海第二発

電所見学会』と『六ヶ所原子燃料サイクル施設見学会』の参

加者を４月21日（月）までに募集しましたが、右記の回が定

員に達しませんでしたので、次のとおり追加募集します。

※参加を希望される方は、市中間貯蔵施設立地調査対策

室、広報広聴課、田名部連絡所、大湊連絡所に備え付け

の『参加申込書』に必要事項を記載のうえ、６月16日（月）

までにご応募ください。なお、募集定員を超える応募が

あった場合は抽選となりますのでご了承ください。

〈詳しくは〉

市中間貯蔵施設立地調査対策室

�22-1111 内線 232

【東海第二発電所見学会】

・第３回見学会…７月25日（金）～７月27日（日）…25名募集

・第４回見学会…８月　８日（金）～８月10日（日）…35名募集

【六ヶ所原子燃料サイクル施設見学会】

・第３回見学会…７月15日（火）………………………25名募集

・第４回見学会…８月　６日（水）………………………30名募集

・第５回見学会…９月　９日（火）………………………30名募集

原子力関連施設見学会の参加者追加募集！

むつ市国民健康保険に加入のみなさまへ

年に１度は、半日人間ドックで
健康チェックをしてみませんか

〈受 診 料〉9,000円（費用総額42,000円のうち33,000円は国保

で負担）

〈検診項目〉胸部Ｘ線、心電図、血圧、検尿、検便、聴力検査、血

液検査、身体計測、問診、診察、胃カメラ検査（また

は胃部Ｘ線）、腹部超音波検査

〈受診場所〉市内の内科系医院およびむつ総合病院

〈受診資格〉満30才以上75才未満で、現在内科系の診療を受診し

ていない方

〈申込方法〉国保の保険証と印鑑を持参のうえ、市国保年金課国保

係でお申し込みください。

※電話では申し込みできませんのでご了承ください。

〈詳しくは〉市国保年金課国保係　�22-1111内線323・324
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暮らしに役立つ

税 情報

�

年
金
標
語
を
募
集
し
ま
す

　
青
森
社
会
保
険
事
務
局
で
は
『
年
金
』

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
年
も
『
年
金
標
語
』
の
募
集
を
行

な
い
ま
す
。
入
賞
し
た
作
品
は
『
ね
ん

き
ん
青
森
』、『
社
会
保
険
あ
お
も
り
』
で

発
表
す
る
ほ
か
、
各
種
広
報
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
者

に
は
、
青
森
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
賞

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉
青
森
県
内
に
在
住
の
方

〈
作
品
の
規
定
〉

①
『
年
金
』
の
字
句
を
必
ず
入
れ
て

く
だ
さ
い

②
未
発
表
も
の
に
限
り
ま
す

③
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

〈
応
募
方
法
〉

　
ハ
ガ
キ
に
、
標
語
作
品
、
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
締
切
〉
８
月
15
日
（
金
）
必
着

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
０－

８
５
５
６

青
森
市
本
町
一
丁
目
３
番
９
号

ニ
ッ
セ
イ
青
森
本
町
ビ
ル
９
階

　
青
森
社
会
保
険
事
務
局

『
年
金
標
語
募
集
』
係

�
０
１
７－

７
３
１－

２
２
２
９

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

　
６
月
２
日
（
月
）
は
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
で
す
。
５
月
上
旬
に
納
税
通
知

書
と
納
付
書
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
や
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納

付
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

  

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
取
扱
金
融
機
関
や
最
寄
り
の
郵
便

局
で
、『
む
つ
市
口
座
振
替
依
頼
書
』
に

ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
軽
自

動
車
税
か
ら
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

前
納
報
奨
金
が
変
わ
り
ま
し
た

　
市
税
を
一
括
納
付
し
た
と
き
に
交
付
し

て
い
る
『
前
納
報
奨
金
』
が
、
平
成
15
年

度
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

【
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
】

０
・
２
５
％
（
現
行
０
・
５
％
）

【
交
付
限
度
額
】

個
人
住
民
税
…
５
万
円（
現
行
10
万
円
）

固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
含
む
）
…
５

万
円
（
現
行
10
万
円
）

【
交
付
対
象
期
間
】

　
第
１
期
分
の
納
期
限
内
（
６
月
30
日
ま

で
）
に
、
全
期
分
納
付
書
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　
７
月
１
日
以
降
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

給
与
所
得
者
と
税

　
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
給
与
所
得
者
に
は
、
勤

務
に
伴
う
費
用
な
ど
を
概
算
的
に
控
除

す
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
給
与

所
得
控
除
が
あ
り
、
こ
れ
は
給
与
所
得

だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
事

業
所
得
な
ど
の
必
要
経
費
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
給
与
所
得
者
の
支
出
し
た
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
特
定
支
出
の
合
計

市
税
と
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
６
月
中
旬
に
、
平
成
15
年
度
分
の
市

税
（
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
と
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）
の
納
税
通
知
書
（
介
護
保

険
料
は
納
入
通
知
書
）
と
一
緒
に
、
全
期

分
（
一
括
納
付
分
）
お
よ
び
第
１
期
分
（
分

割
納
付
分
）
の
納
付
書
を
ブ
ッ
ク
式
に
し

て
送
付
し
ま
す
。
一
括
か
分
割
の
い
ず

れ
か
を
選
択
し
て
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
残
っ
た
納
付
書
は
、

二
重
納
付
と
な
ら
な
い
よ
う
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
第
１
期
分
（
分
割
納
付
分
）
の
納

付
書
で
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
７
月
上

旬
に
第
２
期
分
か
ら
第
10
期
分
ま
で
の

納
付
書
を
ブ
ッ
ク
式
に
し
て
送
付
し
ま

す
の
で
、
各
納
期
を
お
確
か
め
の
う
え

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
分

は
４
月
か
ら
２
か
月
ご
と
（
年
金
支
給

月
）
に
年
６
回
、
年
金
か
ら
天
引
き
と
な

り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
８
３
・
１
８
４

額
が
給
与
所
得
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、

そ
の
超
え
る
額
を
さ
ら
に
控
除
す
る
と
い

う
特
定
支
出
控
除
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
15
年
度
分
の
所
得
税

に
つ
い
て
は
、
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
逓
減
税
率
を
織
り
込
ん
だ

税
額
表
を
使
用
し
て
源
泉
徴
収
税
額
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門

�

22－

４
９
７
６

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
付

　
個
人
の
事
業
者
の
方
は
、
翌
年
３
月

末
日
ま
で
に
、
所
轄
の
税
務
署
に
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
額
と

地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
、
便

利
な
振
替
納
税
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
法
人
の
場
合
に
は
、
課
税
期
間
の
末
日

の
翌
日
か
ら
２
か
月
以
内
に
、
所
轄
の
税

務
署
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費

税
額
と
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
前
課
税
期
間
の
確
定
消
費
税

額
が
48
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
中

間
申
告
・
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門

�

22－

４
９
７
６
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む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画

　『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』

　
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
、
む
つ
市

男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
『
む
つ

み
あ
い
プ
ラ
ン
』
が
で
き
ま
し
た
。
２

月
号
か
ら
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え

し
て
い
ま
す
が
、
４
回
目
の
今
回
は
、

『
基
本
目
標
』
の
中
の
『
Ⅱ
・
あ
ら
ゆ
る

分
野
へ
の
共
同
参
画
の
推
進
』
で
す
。

Ⅱ
・
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

共
同
参
画
の
推
進

１
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
共
同
参

画
の
推
進

　
社
会
的
方
針
決
定
の
場
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
同
参
画
す
る
こ

と
は
、
調
和
と
均
衡
の
と
れ
た
社
会

を
築
く
原
点
で
す
。

　
政
策
・
方
針
決
定
に
、
市
の
人
口

の
過
半
数
を
占
め
る
女
性
が
、
ほ
と

ん
ど
か
か
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
は

と
て
も
男
女
平
等
の
社
会
と
は
言
え

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
く
う
え
で
も
、
女
性
の
意
見
を
市

政
に
反
映
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
市
の
審
議
会
や

委
員
会
へ
の
女
性
の
参
画
を
積
極
的
に

推
進
し
、
登
用
方
法
や
制
度
の
見
直
し

な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
人
材
の
育
成

が
急
務
で
あ
り
、
女
性
が
能
力
を
発
揮

で
き
る
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
市
の
各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性
の

参
画
拡
大

（
２
）
団
体
等
に
お
け
る
方
針
決
定
へ
の

女
性
の
参
画
推
進

２
地
域
活
動
へ
の
参
画
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進

　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
男

女
が
平
等
の
立
場
で
参
画
す
る
こ
と

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
よ
り
よ
い

社
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の

人
生
を
豊
か
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
男
女
が
仕
事
に
だ
け
、
あ
る
い
は

家
庭
に
だ
け
生
き
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
様
々
な
分
野
に
か
か
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
能
力
を
生
か
し
、
視
野

を
広
め
、
真
の
意
味
で
の
豊
か
さ
が

備
わ
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
慣
行
や

職
場
中
心
の
価
値
観
等
の
見
直
し
を

行
い
、
社
会
参
加
を
促
す
情
報
提
供

の
充
実
と
講
座
・
講
習
会
の
実
施
等

の
環
境
整
備
が
必
要
で
す

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
市
民
団
体
の
活
動
支
援

（
２
）
社
会
参
加
を
促
す
情
報
提
供
の
充

実
と
講
座
等
の
実
施

３
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
共
同
参
画
の

推
進

　
む
つ
市
は
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

　「
な
ぜ
、
仕
事
は
男
性
で
、
家
事
・
育

児
は
女
性
な
の
？
」
そ
ん
な
疑
問
を

も
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
川
柳
で
自
由

に
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
募
集
締
切
〉
９
月
30
日
（
火
）

〈
募
集
内
容
〉
男
女
共
同
参
画
社
会
を

テ
ー
マ
と
し
た
川
柳
（
ひ
と
り
３
句

以
内
）

〈
応
募
資
格
〉
青
森
県
内
に
在
住
お
よ
び

勤
務
し
て
い
る
方

〈
応
募
方
法
〉

　
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
年
齢
、

電
話
、（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）番
号
、
職
業（
学
校

名
お
よ
び
学
年
）を
明
記
し
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

応
募
も
可
能
で
す
。

〈
賞
の
種
類
〉

・
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
１
点

（
賞
状
・
５
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
）

・
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
10
点

（
賞
状
・
２
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
）

〈
入
賞
作
品
の
発
表
〉
11
月
頃
予
定

〈
そ
の
他
〉

応
募
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
「
青
森
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
帰
属
し
ま
す

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
０－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17
番
１
号

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　

川
柳
募
集
係

�

０
１
７－

７
３
２－

１
０
８
５

０
１
７－

７
３
２－

１
０
７
３

�w
w
w
.ap
io
.p
ref.ao

m
o
ri.jp

ジ
ェ
ン
ダ
ー
川
柳
募
集

《
平
成
14
年
度
最
優
秀
作
品
》

表

札

の

二

つ

の

姓

に

陽

が

当

た

る

《
平
成
14
年
度
優
秀
作
品
》

明

け

番

に

父

ち

ゃ

ん

作

る

卵

焼

き

赤
ち
ゃ
ん
も
ド
レ
ス
の
色
で
は
判
ら
な
い

母

の

優

し

さ

父

の

優

し

さ

同

じ

物
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ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
と
友
好
姉

妹
都
市
盟
約
を
結
び
、
国
際
交
流
を

推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
国
際
交
流

を
進
め
る
た
め
に
は
、
お
互
い
を
人

種
や
国
籍
な
ど
に
よ
ら
ず
、
個
人
と

し
て
尊
重
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
異

な
る
文
化
や
多
様
な
価
値
観
を
認

め
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
国
際
的
な
問
題
へ
の
理
解
を
深
め

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
国
際
交
流

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
国
際
化

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
施
策
の
方
向
〉

（
１
）
国
際
理
解
、
国
際
交
流
の
推
進
と

情
報
提
供

（
２
）
国
際
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
室
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

む
つ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
開
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
む
つ
市
男
女
共

同
参
画
推
進
基
本
計
画
や
市
民
意
識

調
査
、
昨
年
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
内
容
等
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
企
画
課
男
女
共
同
参
画
室

�

22－

１
１
１
１
内
線
２
２
０

23－

５
１
７
８
　
　
　
　
　

〈
い
つ
〉

・
１
回
目
…
６
月
29
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

・
２
回
目
…
９
月
11
日（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時

※
２
講
座
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
都
合
の
よ

い
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉
ア
ピ
オ
あ
お
も
り

〈
講
師
〉

川
柳
大
学
会
員
・
川
柳
作
家

鶴
　
賀
　
一
　
声
　
氏

〈
定
員
〉
１
講
座
に
つ
き
20
人
（
先
着
順
）

〈
受
講
料
〉
無
料

※
託
児
あ
り
（
１
才
半
か
ら
就
学
前
ま
で
・
事

前
申
込
必
要
）

〈
申
込
方
法
〉

　
郵
便
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
お
名
前
・
連
絡
先
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
託
児
希
望
の
方

は
講
座
日
の
３
日
前
ま
で
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17
番
１
号

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７－

７
３
２－

１
０
８
５

０
１
７－

７
３
２－

１
０
７
３

�d
an
jo@
ap
io.p
ref.aom

ori.jp

川

柳

講

座

受

講

生

募

集

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ア
ッ
ト
法
務
・
人
権
相
談
所
開
設

〈
い
つ
〉
６
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階
催
事
場

〈
相
談
担
当
者
〉

・
人
権
擁
護
員

・
法
務
局
職
員

・
司
法
書
士

・
土
地
家
屋
調
査
士

〈
相
談
内
容
〉

・
遺
産
相
続
、
遺
言

・
土
地
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル

・
登
記
に
関
す
る
こ
と

・
国
際
結
婚

・
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ

・
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ

・
学
校
で
の
い
じ
め

・
サ
ラ
金
問
題

・
借
地
、
借
家
に
関
す
る
問
題
な
ど

〈
相
談
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

�

23－

３
２
０
２
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

６月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

水

4
11
18
25

金

6
13
20
27

土

7
14
21
28

木

5
12
19
26

日

1
8
15
22
29

月

2
9
16
23
30

火

3
10
17
24

友 よ

平 家 中 巻

看 と る

秋 に 墓 標 を

か え っ て い く 場 所

庭 の 小 さ な バ ラ

コ ド モ ノ ク ニ

高 瀬 川

権 現 の 踊 り 子

四 月 ば ー か

ド リ ー ム バ ス タ ー ２

ネ ゴ シ エ ー タ ー

陰 陽 師 対 極 ノ 巻

立川談志遺言大全集８

女性が大切にされるための４９のルール

わ が 家 の 夕 め し

小 説 の ゆ く え

似 な い 者 夫 婦

い い 加 減 よ い 加 減

生きる者の記録佐藤健

花 、 咲 き ま っ か

三 島 由 紀 夫 全 集 ２ ９

モ リ エ ー ル 全 集

暗 号 理 論

「エラーメッセージ＆フリーズ」完全解決テクニック

で き る 一 太 郎 １ ３

赤 川 次 郎

池　宮　彰一郎

江 川 　 晴

大 沢 在 昌

椎 名 　 誠

庄 野 潤 三

長　野　まゆみ

平　野　啓一郎

町 田 　 康

松 久 　 淳

宮　部　みゆき

毛 利 元 貞

夢 枕 　 獏

立 川 談 志

浅 野 裕 子

池　波　正太郎

筒 井 康 隆

津 村 節 子

野　村　万之丞

佐藤健と取材班

俣 木 聖 子 ほ か

三　島　由紀夫

モ リ エ ー ル

伊 藤 正 史

飯 島 弘 文

神 田 知 宏

【 文　　　　　学 】

【 コンピュータ・電子工学 】

開 運 手 相 占 い

現代に息づく陰陽五行

“ひとり”を思うまま楽しみつくすルール

『運を引き寄せる人』の小さな習慣

基礎からわかる仏事のしきたり

北太平洋の先住民交易と工芸

民 具 の 呼 ぶ 声

海 苔

『ボス』と慕われた教師

阿 弥 陀 が 来 た 道

ナ ン シ ー 関

質 問 す る 力

日本人は北欧から何を学んだか

サダム・フセインが頑張るこれだけの理由

見過ごさないで！子どもたちのＳＯＳ

密かに誤訳された憲法第九条

夫 婦 別 性 を 生 き る

訴訟は本人で出来る〔２００３年版〕

資 格 図 鑑 ！

誰がこの子を受けとめるか

田 口 二 州

稲 田 義 行

下 重 暁 子

多 湖 　 輝

ウイズ仏教文化研究会

大 塚 和 義

野 口 冬 人

宮 下 　 章

小山内　美江子

佐 藤 　 健

河 出 書 房 新 社

大 前 研 一

吉 武 信 彦

小 滝 　 透

学 研

永 松 鶴 喜

白 石 玲 子

石 原 豊 昭

オバタカズユキ

菅 原 哲 男

【 占い・精神世界 】

【 人 生 訓 】

【 宗教・民俗・人類 】

【 歴史・地理・地図 】

【 政治・社会・時事 】

【 経済・法律 】

【 資格・就職 】

【 福祉・厚生 】

スクールカウンセラー日誌

教師のちょっとしたマナーと常識

まちがいや失敗で子どもは育つ

豊 郷 小 学 校 は 今

植 物 の 科 学

サラソウジュの木の下で

原 子 力 開 発 の 光 と 影

楽 し い て ま り 遊 び

はじめての『ぬう』と『あむ』

ながら運動ＤＥ超らッくらくダイエット

ピースフル・スペース

だからキッチンが好きなんだ

野 菜 調 理 の 基 礎

イラスト図解農業のしくみ

とっておきのキッチンガーデニング

日 本 の 鉄 道

剣 道 年 代 別 稽 古 法

心理学ってどんなもの

と ど ま る こ と な く

中　山　ゆかり

飯 田 　 稔

今 泉 　 博

本 田 清 春

八 田 洋 章

西 岡 直 樹

カール・Ｚ・モーガン

尾 崎 敬 子

主 婦 の 友 社

長 野 　 茂

アリス・ウェイトリー

土 器 典 美

奥 田 高 光

有 坪 民 雄

サ ン 農 園

西 本 裕 隆

角 　 正 武

海 保 博 之

アン・ロックウェル

【 教育・学校 】

【  生きもの  】

【 技術・テクノロジー 】

【 生活・美容・健康 】

【 料理・グルメ 】

【 産業・工業 】

【 趣味・娯楽・旅行 】

【  スポーツ  】

【 児童書・絵本 】
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　初めて書道の筆を手にしたのは大学一年生のときでした。日

本語の先生が日本文化も教えてくれました。一度授業で書道を

習いました。はっきり覚えていませんが非常に難しく大失敗で

した。それからしばらくは書道について考えることはありませ

んでした。

　大学を卒業して大阪府高槻市の英会話教室NOVAで英会話を

教えることになりました。大学で日本語を勉強していました

が、まさか日本に行く事になると思っていませんでした。そこ

で日本や日本語について短期集中コースの様な勉強をしまし

た。漢字と文法を勉強したりいろいろな本を読み、両親にも読

ませました。そのうちの一冊は外国人の日本滞在に関しての短

編小説でした。私が読んだとき面白いと思いましたが、あまり

頭に残りませんでした。しかし、同じ本を読んだ父は、書道の

話がとても印象に残ったようでした。父が、書道について「墨

を硯で擦り、心が落ち着いたら書くことを始める」と言う文章

を私に話して聞かせたことを今でもよく覚えています。

　その事を胸に大阪へ行きました。しかし、大阪での生活は日

本語の勉強が中心で、日本の文化、書道や茶道などについて勉

強しませんでした。

　昨年4月下旬、日本人と外国人

で一緒に友達の誕生日パーティー

をやりました。その時、日本人の

一人が、私が書いた国際ワインセ

ミナーのお知らせを見て、「文字

が綺麗ですね」と褒めました。し

かし、それには賛成できませんで

したので、「いいえ、まだ練習しな

ければなりません」と答えまし

た。その彼女がむつ市内で書道を

勉強していることを聞きました。一緒に行ってみないかと誘わ

れ、行くことにしました。そして、その金曜日初めて海老川書

道教室へ行きました。　半紙に何を書いたかよく覚えていませ

んが「和」や「月光」だったと思います。一つ長い物も書いて

みました。もちろん、字は優雅ではありませんでしたし、先生

の字と比べるまでもありませんが、比べたら病気のようでし

た。線が太かったり、細かったり、墨の量が多かったり、少な

かったりしました。しかし、陽気な友達や先生、そして他の生

徒の口からは「上手ですね」としか言われませんでした。百

私　と　書　道

下北文化会館・大ホール６月の催し物案内

�７日（土）① 14:30～　②18:00～ …………………《全席指定》

マエダインポートカード会員様企画『都はるみショー』

�14日（土）18:00～20:00 …………………… 《自由席400円》

第１回下北吹奏楽団定期演奏会

�22日（日）15:00～20:00 ……………………………《入場無料》

エレクトーンフェスティバル2003

�27日（金）18:00～20:30 …………………… 《自由席400円》

第34回田名部高等学校吹奏楽委員会定期演奏会

　国際交流員

ター・ディビット

パーセント信じませんでしたが、何度も聞いている内に少し

「そうかもね」と思ってしまいました。あまり上手ではありま

せんでしたが書道が気に入りました。後から考えてみるとたく

さんの理由があります。

　一つは、書道は私から見ると非常に単純に見えます。白い紙

と黒い墨を使い、筆で字を書きます。しかし、実際は、複雑な

ことが山のように沢山あり、優雅な単純さだと思います。例え

ば、線の質があり、強い線や柔らかい線、そして直線や曲線な

どがあります。それから、漢字の意味についても考えなければ

なりません。一つの字だけでも難しいのですが、たくさんの字

が並ぶとますます複雑になります。そして、一筆一筆がその文

字の意味を表現できているか考えなければなりません。これら

のことを説明するためたくさんの専門的な言葉や表現があり、

私が伝えたいことをもっと雄弁に表現する言葉があるのでしょ

うが、まだ勉強中ですのでうまくわかりません。　最初、単純

だと思った芸術をだんだん深く考えるようになりました。

　二つ目はバランスが大切です。字と字の間隔、白と黒、黒と

黒（墨の量）の空間の疎密がないと良くありません。以前から

バランスに関して興味を持ち、善と悪の戦い、明暗、陰陽など

を良く頭の中で考えます。そして、書道でそのバランスを表す

ことができると気持ちがよくなります。完璧なバランスを目指

すためには集中することが必要ですし、一所懸命集中すると心

が落ち着きます。作品が気に入らなくても書ている状態が精神

によいと思います。時に自分自身が満足できる作品もあり、こ

の芸術による自己表現が素晴らしくなります。

　書道はいろいろな場面でコミュニケーションになります。ま

ず、書道は絵の一種です。絵の一つの目的はコミュニケーショ

ンと言われ、書道もそうだと思います。それから、言葉の意味

だけではなく、先生から聞いたのですが、誰かの書いた物を見

るとその人の性格も分かるそうです。私はまだそこまで進んで

いませんが、何となくわかってきました。さらに、書道により

日本語、特に漢字、日本で使われている字と中国の字を覚えて

きました。また、書道は国際交流にもなります。教室で先生と

他の生徒と会話をします。（これも日本語の練習になります。）

そして、外国人が日本文化について勉強すると、日本人が日本

文化を守ると思います。あるいは、外国文化に興味持ち、勉強

する可能性もあります。

　書道の本質の様なことはいろいろな所にあり、日常生活の中

で感じることあります。歌手の歌声の上がり下がり。スキーで

粉雪を滑りながら浮かんでいる感じ。窓の滴の流れなどに書道

の心と同じような事を見つけることがあると

思います。書道は、自分自身の勉強になると思

いますので一生続けていきたいと思います。

そして、どこに行っても書道を紹介したいと

思います。

　皆さんは書道をしたことがあると思います

のでこの記事をきっかけにして再び書いて見

てはどうでしょうか。
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり『あおもり県民カレッジ』

学生募集中！

　
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
は
い
つ
で

も
、
ど
な
た
で
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
と
い
う
目
標
を

も
っ
て
生
涯
学
習
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
入
学
に
は
年
令
や
職
業
、
性
別
な
ど
に

よ
る
制
限
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
順
を
追
っ
て
説

明
す
る
と

【
入
学
】

　
入
学
申
請
書
を
提
出
す
る
と『
県
民

カ
レ
ッ
ジ
手
帳
』が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
講
座
を
選
ぶ
】

　
学
習
の
場
と
な
る
の
は
、
カ
レ
ッ

ジ
認
定
講
座
と
な
っ
て
い
る
講
座
や
講

演
会
、
連
携
施
設
見
学
会
等
で
す
。

　
例
え
ば

・
市
民
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
放
送
大
学

・
県
内
の
博
物
館
、
美
術
館
等
の
見

学
や
体
験
学
習

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
学
習

　
こ
の
よ
う
な
講
座
か
ら
好
き
な
も

の
を
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講
座
を
受
け
る
】

①
講
座
実
施
機
関
へ
直
接
申
し
込
み

ま
す

②
講
座
を
受
け
た
後
、
受
講
証
明
の

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す

③
受
講
内
容
は
自
分
で
記
入
し
ま
す

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

野 平 高 原 ヤ マ メ 釣 り 会

大 畑 海 峡 サ ー モ ン 祭 り

青 森 県 の 文 化 財

八 戸 の 俳 諧

三 沢 ア メ リ カ ン デ ー

期　　日

６月１日・８日

６月22日

６月１日～７月27日

６月８日まで

６月７日・８日

開　催　地

（ 川 内 町 ）

（ 大 畑 町 ）

（ 青 森 市 ）

（ 八 戸 市 ）

（ 三 沢 市 ）

お問い合わせ

む つ 市 商 工 観 光 課

大畑町産業振興課

青 森 県 立 郷 土 館

八 戸 市 博 物 館

三 沢 国 際 ク ラ ブ

電話番号

0 1 7 5 - 2 2 - 1 1 1 1

0 1 7 5 - 3 4 - 2 1 1 1

0 1 7 - 7 7 7 - 1 5 8 5

0 1 7 8 - 4 4 - 8 1 1 1

0 1 7 6 - 5 1 - 1 6 0 0

【
卒
業
す
る
】

　
150
単
位
で
卒
業
と
な
り『
あ
お
も
り

県
民
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
証
書
』が
交
付
さ

れ
ま
す
。
卒
業
ま
で
に
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
卒
業
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
費
用
に
つ
い
て
】

　
入
学
金
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

申
し
込
み
時
に
か
か
る
切
手
代
や
、

講
座
・
講
演
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
学
遊

ト
ピ
ア
あ
お
も
り
』の
購
入
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

�
０
１
７－

７
６
２－
１
１
３
１

�h
ttp://alis.n

et.pref.aom
ori.jp

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

※
入
学
申
請
書
は
市
生
涯
学
習
課
に
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

む
つ
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
《
に
じ
色
つ
う
し
ん
》

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
活
動
報
告

　
７
月
19
日
（
土
）
か
ら
27
日
（
日
）
に

か
け
て
む
つ
市
で
開
催
さ
れ
る
《
キ
ッ

ズ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
あ
お
も
り
２
０

０
３
》
に
向
け
て
、
参
加
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
方
々
が
次
々
と
下
見
の
た
め
む

つ
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
そ
の
中
の
一
人
、
八
谷
和
彦

氏
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
八
谷

氏
が
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
《
ポ
ス
ト
ペ
ッ
ト
》

の
開
発
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
話
は

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
、
Ｆ
Ｍ
で
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
放
送
に
出
演
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
随
時
行
な
う
予
定
で
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
面
々
は
お
お
い

に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

※
《
キ
ッ
ズ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
あ
お
も
り
２
０

０
３
》
は
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
し
、
創
造
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
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田
名
部
の
熊
谷
氏
の
二
世
源
無
が
、

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
慈
眼
寺
の
古

道
場
の
再
興
を
志
向
し
、
万
人
の
喜
捨

を
求
め
て
再
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
慶
長
一
六

年
（
一
六
一
一
）、
寛
永
七
年
（
一
六
三

〇
）、
同
十
二
年
（
一
六
三
五
）
と
数
回

に
わ
た
る
津
波
で
、
下
北
東
北
沿
岸
部

で
多
数
の
痛
ま
し
い
犠
牲
者
が
続
出
し

た
。
こ
の
幾
千
の
生
霊
を
は
じ
め
、
凶

年
の
餓
死
者
の
亡
霊
を
弔
う
た
め
に

『
万
人
堂
』
を
建
立
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。『
万
人
堂
』
に
は
万
人
牒
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
13
）

〜
海
祥
山
慈
眼
寺
棟
札
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

〜
七
二
）
に
つ
づ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
万

の
人
の
名
を
書
き
載
せ
て
あ
っ
た
と
い

う
。（
む
つ
市
史
・
寺
院
の
項
、
慈
眼
寺

よ
り
）

　
慈
眼
寺
は
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
っ

た
が
、
万
人
堂
の
再
建
の
と
き
棟
札
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
奉
以

萬
人
功
力
修
造
観
音
救
世
一
宇
　
別
当

蓮
華
寺
愚
道
沙
門
　
干
時
寛
文
戊
申
年

三
月
吉
祥
日
　
願
主
熊
谷
源
無
」
と
あ

る
。
昭
和
四
七
年
に
民
俗
文
化
財
と
し

て
市
の
指
定
に
な
っ
た
。（
田
名
部
町
常

念
寺
蔵
）

婦人学級メンバー募集！
　市内には、11の婦人学級が自主的な運営で学習会、

料理や手芸などの趣味的な講座、ボランティアなど、

さまざまな活動を行なっています。新しく何か始めた

いとお考えの方、一緒に活動してみませんか。

　興味のある方はお近くの連絡先、または公民館まで

お問い合わせください。また、新たに地域などで婦人

学級を始めたいとお考えのグループがありましたら、

公民館へご相談ください。

【婦人学級連絡先】

　　桜木町婦人学級 高　橋さん　�24-1510

　　あしざき婦人学級 乙　供さん　�29-1351

　　椛山婦人学級 山　田さん　�23-3507

　　大曲婦人学級 中　田さん　�23-2662

　　近川婦人学級 須　藤さん　�26-2306

　　仲町婦人学級 佐々木さん　�23-2807

　　小川町婦人学級 桜　井さん　�22-3393

　　柳町婦人学級 小笠原さん　�22-3995

　　横迎町婦人学級 渋　田さん　�22-4656

　　品ノ木婦人学級 竹　山さん　�22-6748

　　海老川女性学級 下　山さん　�22-4884

〈詳しくは〉

市公民館　�24-1224

　
む
つ
総
合
病
院
で
は
、
６
月
２
日

（
月
）
よ
り
、
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診

さ
れ
た
方
か
ら
医
療
費
の
一
部
と
し
て

次
の
金
額
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
『
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
、
よ
り
良

い
、
よ
り
適
切
な
、
よ
り
安
全
な
医
療

を
提
供
す
る
』
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、

今
後
と
も
医
療
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
院
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

保
険
証
と
診
察
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
さ
れ
な
い
場
合
は
自
費
払
い
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

む
つ
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
取
扱
場
所
〉
救
急
受
付
窓
口

〈
取
扱
時
間
〉

平
日
・
午
後
５
時
〜
午
前
８
時
30
分

休
日
・
午
後
４
時
30
分
〜
午
前
８
時
30
分

〈
預
か
り
金
〉

①
保
険
証
を
持
っ
て
き
た
方
…
…
…
…
５
千
円

②
保
険
証
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
方
…
１
万
円

※
医
療
受
給
証
（
休
日
・
夜
間
等
受
診
用
）
を
お

持
ち
の
方
は
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
精
算
受
付
〉

月
〜
金
曜
日（
休
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

１
階
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
預
か
り
証
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
総
合
病
院
医
事
課
収
納
係

�

22－

２
１
１
１
内
線
３
３
９
１

『
市
民
一
斉
清
掃
』

事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

　
昨
年
ま
で
、
地
域
の
環
境
に
対
す
る

意
識
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
き
た

『
市
民
一
斉
清
掃
』
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち

を
快
適
な
生
活
環
境
に
す
る
た
め
『
春
・

秋
の
大
掃
除
』
に
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

海祥山慈眼寺棟札
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春
　
夏
　
秋
　
冬

・
濃
き
淡
き
緑
の
小
径
歩
み
来
て
回
転
ド
ア
に
初
夏
の
風
負
う

新
井
田
　
栄
　
子

・
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
建
ち
並
ぶ
函
館
の
わ
び
さ
び
が
好
き
ぶ
ら
ぶ
ら
旅
行

津
　
田
　
美
　
代

お
う
な

・
八
十
路
前
背
筋
を
の
ば
し
悠
揚
と
媼
の
面
に
て
春
舞
わ
ん
と
う

奥
　
川
　
八
　
重

が

れ
き

・
壊
さ
れ
て
瓦
礫
と
な
れ
る
向
い
家
を
鏡
に
写
し
病
む
夫
に
見
す

加
　
藤
　
く
　
に

・
山
笑
う
測
量
ポ
ー
ル
へ
手
の
合
図

庭
　
田
　
健
　
一

・
山
菜
の
見
分
け
つ
か
ず
や
山
笑
ふ

相
　
馬
　
禮
　
子

俳　句 短　歌
　
大
湊
地
区
大
平
マ
リ
ー
ナ
で
は
、
現

在
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
保
管
施
設
に

十
分
な
収
容
余
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
有
料
）
。
入
廷

条
件
や
利
用
申
し
込
み
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
施
設
内
容
〉

・
海
上
係
留
施
設
（
53
艇
保
管
可
能
）

・
陸
上
保
管
施
設
（
50
艇
保
管
可
能
）

・
簡
易
ト
イ
レ
…
…
…
…
…
…
１
棟

・
簡
易
物
置
…
…
…
…
…
…
…
１
棟

・
給
水
給
電
施
設
…
…
…
…
２
か
所

・
照
明
灯
…
…
…
…
…
…
…
…
12
基

・
フ
ェ
ン
ス
あ
り（
門
扉
付
き
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
用
地
課
財
産
担
当

�

22－

１
２
３
１
内
線
２
５
８

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
企
画
整
備
課
港
湾
担
当

�

22－

１
２
３
１
内
線
２
６
８

大
平
マ
リ
ー
ナ
の
利
用
案
内

５月11日（日）・むつ市消防団定期観閲式

５月16日（金）・市役所防災訓練



( 1 1 )

行政連絡員に委嘱辞令が交付されました
去る４月24日（木）下北文化会館において、平成15年度むつ市行政連絡員の辞令交付式が行なわれ、104名の方々に委嘱辞令が交付されました。

警
察
官
募
集

　
青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ
び
青
森
県

警
察
本
部
で
は
、
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
者

を
対
象
に
警
察
官
Ａ
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

〈
受
験
資
格
等
〉

警
察
官
Ａ（
男
性
・
35
名
程
度
）

警
察
官
Ａ（
女
性
・
３
名
程
度
）

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方（
人
事
委
員
会

が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

方
を
含
む
）

警
察
官
Ａ（
武
道
指
導
者
・
男
性
・
２
名
程
度
）

　
前
記
受
験
資
格
を
有
す
る
方
の

う
ち
、
柔
道
三
段
ま
た
は
剣
道
三

段
以
上
で
、
全
日
本
柔
道
連
盟
ま

た
は
全
日
本
剣
道
連
盟
が
主
催
ま

た
は
共
催
す
る
競
技
会
に
出
場
し

た
経
験
の
あ
る
方

〈
受
付
期
間
〉

６
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）

〈
第
一
次
試
験
〉
７
月
13
日
（
日
）

〈
試
験
会
場
〉

県
立
青
森
商
業
高
等
学
校（
青
森
市
）

〈
そ
の
他
〉

　
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
を
希
望
す
る
方

は
、
警
視
庁
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神

奈
川
県
お
よ
び
静
岡
県
の
警
察
官
を
同

時
に
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
警
察
署
総
務
課�

22－

１
３
２
１

嘱託区

本 町

田 名 部 町

田名部駅前

柳 町

柳 町 Ｂ

新 町

苫 生 町

横 迎 町

上 川 町

小 川 町

栗 山 町

女 舘

女 舘 高 台

新 女 舘

元 村 女 舘

槌 川 目

尻 釜

宮 後

樺 山

赤 坂

和 泉 町

土 手 内

斗 南 岡

最 花

品 ノ 木

品 ノ 木 Ｂ

品 ノ 木 Ｃ

酪 農

岩 菜

長 坂

新 金 谷

金 谷

金谷ニュータウン

新 川

緑 ケ 丘

嘱託区

十 二 林

美 里 町

小 松 ケ 丘

松 山 町

第二松山団地

中 央

越 葉 沢

海老川町Ａ

海老川町Ｂ

海老川町Ｃ

海老川町Ｄ

海老川町Ｅ

昭 和 町 Ａ

昭 和 町 Ｂ

緑 町 Ａ

緑 町 Ｂ

下 北 町

仲 町

若 松 町

南 町 Ａ

南 町 Ｂ

赤 川 町

南 赤 川 町

金 曲

大 曲

一 里 小 屋

南 関 根

北 関 根

高 梨

水 川 目

美 付

浜 関 根

出 戸

川 代

烏 沢

嘱託区

新 田

大 室 平

金 谷 沢

神 山

二 又

今 泉

第二石蕨平

奥 内

浜 奥 内

近 川

中 野 沢

中野沢開拓

山 田 町 Ａ

山 田 町 Ｂ

松 森 町

文 京 町

旭 町

大 平 町

大 湊 新 町

大 湊 浜 町

大 湊 上 町

川 守 町

宇 田 町

桜 木 町

宇 曽 利 川

堺 田

新 城 ケ 沢

城 ケ 沢

新 之 助

泉 沢

永 下

近 沢

角 違

大 川 目

行政連絡員

岸　本　庄　司

田　中　純　一

中　村　鶴　美

白　濱　亮　一

菊　池　一　壽

村　田　　　亮

杉　山　忠　一

石　田　文　次

杉　本　栄　司

出　町　直　哉

北　川　岩　男

山　本　　　進

外　崎　繁　夫

中　村　　　勲

畑　中　　　正

工　藤　一　男

木　村　和　好

平　山　勇　造

山　田　敦　茂

中　西　章　三

坂　下　壽　夫

小　枝　武　男

田　中　力　雄

柏　木　一　男

宮　本　勝太郎

中　里　　　勇

北　村　義　孝

今　村　恒　喜

橋　立　清　澄

池　澤　清　美

葛　西　俊　衛

加　賀　吉　蔵

駒　谷　　　毅

肥田木　　　清

佐　藤　陽　造

行政連絡員

橋　本　誠　治

中　村　富　夫

菊　池　與　一

海老根　恵　光

菊　池　通　夫

渡　邉　　　勲

立　花　隆　男

樋　山　喜代治

川　上　秀　夫

山　田　　　廣

奥　野　賢　一

石　野　喜代已

金　澤　一　朗

竹　内　光　男

白　戸　　　勉

澤　田　晶　夫

佐々木　　　昂

中野渡　秀　夫

松　本　誠　悟

宮　北　新　吾

古　川　亮　市

白　石　芳　雄

大　平　清　信

川　西　良　雄

鹿　内　定　雄

伊　藤　正　光

畑　中　長　助

西　村　光　二

鈴　木　　　勝

堀　内　　　喬

千　葉　雅　俊

奥　川　三　治

杉　山　俊　三

中　野　忠　助

川　森　重　朗

行政連絡員

藤　澤　啓次郎

坂　本　正　一

羽　立　勝　喜

高　橋　　　弘

川　下　熊　吉

吉　田　誠　一

笠　間　　　清

井　田　昌　則

竹　山　　　明

工　藤　武　信

寺　島　進　一

山　道　　　馨

工　藤　淳　二

野　村　芳　伸

高　橋　克　之

傳　法　幾代江

太　田　繁　美

高　野　敏　昭

工　藤　徹　郎

新　谷　　　亨

大　島　　　實

渡　部　　　弘

吉　田　重　俊

湯　沢　清　志

佐々木　卓　三

北　　　榮　一

藤　森　修　造

工　藤　強　夫

式　尾　光　男

又　村　　　昇

齊　藤　永　一

中　村　正　男

瀬　川　　　勲

齊　藤　繁　一

電話番号

22-1554

22-1456

22-7103

22-1201

23-6588

22-2322

23-5835

22-2434

22-3051

22-3377

23-3601

22-5312

22-0521

22-6883

22-4941

22-3201

23-3562

23-3317

23-3507

23-5222

22-0325

22-4062

22-4073

22-3456

23-2998

22-4255

22-8219

22-1754

22-3741

22-5281

22-6253

22-3921

22-6871

23-6475

22-6396

電話番号

22-1803

22-5826

22-8078

22-4320

22-4829

29-2977

24-1985

23-2915

23-3460

22-4605

22-5830

22-3730

22-1845

22-8295

22-7058

23-3756

23-6631

22-4907

22-7727

23-3692

22-1509

23-2423

22-6332

22-2176

23-2411

22-6668

25-2047

25-2919

25-2510

25-2930

25-2524

25-2344

25-2386

25-2688

25-2248

電話番号

25-2303

26-2054

26-2048

26-2803

26-2358

26-2042

26-2757

26-2864

26-2490

26-2613

26-2249

26-2958

24-4766

24-3350

29-3150

24-3145

29-2561

24-3236

24-1105

24-4279

24-4278

24-2610

24-2802

24-3317

24-4268

29-3055

24-4466

24-4588

29-2243

29-1272

29-2258

24-3385

24-2058

29-2230

　平成15年度むつ市行政連絡員名簿（敬称略） 行政連絡員の任期は、平成15年４月１日～平成17年３月31日です。　
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む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
む

つ
山
岳
会
・
市
ス
キ
ー
協
会
・
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
む
つ
・
む
つ
中
央
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
40
団
体
・
参
加
者

約
450
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
釜
臥

山
清
掃
登
山
を
行
な
い
ま
す
。

　
美
し
い
豊
か
な
自
然
も
、
空
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
汚
さ
れ
て
は
台
な
し

で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
然
を

守
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
田
名
部
方
面
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
の

た
め
に
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
清
掃
登
山
終
了
後
の
昼
食
に

あ
わ
せ
て
、
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
内
『
か

も
し
か
ヒ
ュ
ッ
テ
』
に
豚
汁
を
用
意
し

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
６
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

〈
清
掃
コ
ー
ス
〉

・
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス

・
釜
臥
山
山
頂
コ
ー
ス

・
恐
山
〜
田
名
部
街
道
コ
ー
ス

〈
そ
の
他
〉

　
昼
食
、
軍
手
、
雨
具
、
帽
子
等
は

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
各

コ
ー
ス
に
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　
な
お
、
傷
害
事
故
等
に
つ
き
ま
し

て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、

各
自
十
分
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

伊
藤
さ
ん
�

23－

１
２
１
８

　
こ
れ
か
ら
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
方
や
、

現
在
働
い
て
い
る
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
６
月
11
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

下
北
文
化
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

第
24

回 

釜
臥
山
清
掃
登
山

６
月
８
日
（
日
）
開
催
〜
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

バス運行予定表

8:00　旧田名部駅前

↓

8:05　マエダ本店前

↓

8:15　合同庁舎前

↓

8:30　スキー場前

　
今
年
は
20
回
の
記
念
大
会
で
す
。
旧

田
名
部
駅
周
辺
と
代
官
山
公
園
を
中
心

に
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
『
バ
リ
ア
フ

リ
ー
散
歩
マ
ッ
プ
』
を
参
考
に
コ
ー
ス

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
車
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
な
く
、
人
の
歩

く
ス
ピ
ー
ド
で
、
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉
６
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
９
時
30
分
受
付

〈
集
合
場
所
〉

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
前『
イ
ベ
ン
ト
広
場
』

〈
参
加
費
〉

１
人
…
２
０
０
円（
弁
当
持
参
）

〈
参
加
申
し
込
み
〉

１
チ
ー
ム（
２
〜
５
人
）で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
コ
マ
図
と
い
う
地
図
を
頼
り
に
３
〜
５
㎞

歩
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

浜
松
さ
ん
�

29－

３
４
６
１

む
つ
・
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

白
川
さ
ん
�

22－

６
９
１
２

第
20
回
全
国
一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

〈
ど
ん
な
〉

『
い
き
い
き
働
き
た
い

あ
な
た
の
た
め
に
』

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
現
状

②
パ
ー
ト
で
働
く
た
め
の
心
構
え

③
仕
事
探
し
の
予
備
知
識

④
法
律
、
保
険
、
税
金
な
ど

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
個
人
ご
と
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
定
員
〉
20
名
（
先
着
順
）

〈
申
込
締
切
〉
６
月
４
日
（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

�
21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

�
０
１
７－

７
７
６－

２
０
２
８

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
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【科学技術週間イベント華やかに閉幕】

　４月20日（日）に当館で開催しました科学技術週間イ

ベントには、およそ950名の方々に来館していただきまし

て誠にありがとうございました。

　今回のアニメ上映『リロ　アンド　スティチ　～ディズ

ニー映画～』は、面白かったでしょうか？

　探求コーナー『超低温の世界を調べよう』、『ミクロの世

界を調べよう』には、みなさん真剣に参加してくれていま

した。また、工作教室の『もこもこの絵をつくろう！』と

『オリジナルだるま貯金箱をつくろう！』は、とても上手

に作品を作っていましたね。特に『もこもこの絵をつくろ

う！』では、とても人気があったためキットが足りなくな

り、参加できなかったみなさん、大変申し訳ありませんで

した。

　次回の無料イベントは、７月に行なう予定ですので、ご

家族やお友達と一緒に遊びに来てくださいね！！

（工作教室の様子）

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
�  http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
は
、
昭
和

28
年
９
月
16
日
、
防
衛
庁
の
前
身
で
あ

る
保
安
庁
警
備
隊
大
湊
地
方
隊
と
し
て

創
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
地

域
の
み
な
さ
ま
に
も
広
く
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
史
料
館
『
北
洋
館
』
に
お

い
て
特
別
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ま
が
個
人

あ
る
い
は
団
体
等
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る

史
料
を
次
の
と
お
り
ご
提
供
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
史
料
の
受
付
期
間
〉

５
月
１
日（
木
）〜
７
月
31
日（
木
）

〈
提
供
を
お
願
い
す
る
史
料
〉

旧
海
軍
お
よ
び
海
上
自
衛
隊
大
湊
地

方
隊
に
関
す
る
史
料
（
写
真
・
絵
画
・

書
物
・
物
件
等
）

〈
史
料
の
借
用
期
間
〉

11
月
末
日
ま
で

〈
特
別
展
示
の
予
定
〉

８
月
16
日（
土
）〜
11
月
３
日（
祝
）

〈
詳
し
く
は
〉

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24－

１
６
４
０

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
も
あ
っ
て
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
も

３
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
す
る
方
が
よ
り
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
と
、
今
年
度
は
場
所
も
回
数
も

増
や
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
も

心
が
け
な
が
ら
、
月
３
回
の
開
設
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

　
学
齢
以
下
の
お
子
さ
ん
と
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
ど
な
た
と
ご
一
緒
で
も
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
メ
イ
ト
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

６
月
６
日（
金
）午

前
10
時
〜
11
時
30
分

水
源
池
公
園

６
月
９
日（
月
）午

前
10
時
〜
11
時
30
分

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
月
17
日（
火
）午

前
10
時
〜
11
時
30
分

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
詳
し
く
は
〉

出
崎
�

22－

３
０
９
７

小
川
�

28－

３
５
６
５

昆
�

23－

２
４
５
２

こ
ん
に
ち
は
　
子
育
て
メ
イ
ト
で
す

春
の
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

旧
海
軍
お
よ
び
海
上
自
衛
隊
に
関
す
る

史
料
の
提
供
に
つ
い
て
の
お
願
い

市政だより掲載記事

募　集　中！！
　みなさんの身近なニュース、楽しかったことや日常

の生活で感じたことなどを紹介します。

　住所と氏名、連絡先を明記のうえ写真があれば写真

と簡単なコメント等を添えて係までお寄せください。

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線254

市政だより有料広告

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて5.2cm×よこ17.8cm）………31,500円

☆下１段の1/2（たて5.2cm×よこ8.8cm）…15,750円

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線252
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５月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

48円

912円

4,104円

6,579円

105円

85円

価格の幅

45～53

 810～1,000

3,990～4,253

6,405～6,615

 100～ 109

 80～ 89

前月平均

（49円）

（914円）

（4,107円）

（6,566円）

（106円）

（85円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

競
争
入
札
で
市
所
有
建
設
機
械
等
を
売
払
い
し
ま
す

〈
売
払
建
設
機
械
等
〉

物
件
①
…
油
圧
シ
ョ
ベ
ル（
１
台
）

平
成
８
年
製

日
立
Ｅ
Ｘ
220－
５
　（
０
・
９
�
）

運
転
時
間
…
…
…
７
千
６
０
６
hr

フ
ォ
ー
ク
付
き

物
件
②
…
油
圧
シ
ョ
ベ
ル（
１
台
）

平
成
８
年
製

日
立
Ｅ
Ｘ
220－

３
　（
０
・
９
�
）

運
転
時
間
…
１
万
１
千
５
２
６
hr

物
件
③
…
ブ
ル
ド
ー
ザ（
１
台
）

昭
和
57
年
製

三
菱
Ｄ
６
Ｄ

物
件
④
…
大
型
６
輪
ダ
ン
プ（
１
台
）

昭
和
62
年
製

い
す
ゞ
Ｐ－

Ｈ
Ｔ
Ｗ
12
Ｋ
改

走
行
距
離
…
10
万
６
千
４
０
７
㎞

〈
参
加
資
格
〉

　
む
つ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
、
ま
た
は
む
つ
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人

〈
説
明
会
日
時
・
会
場
〉

６
月
８
日（
日
）午
後
２
時
〜

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

※
説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
に
は
む
つ
市
最

終
処
分
場
に
移
動
し
、
売
払
建
設
機
械
等

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

※
説
明
会
に
出
席
で
き
な
く
て
も
入
札
へ
の

参
加
は
可
能
で
す
が
、
入
札
参
加
者
は
必

ず
、
所
定
の
受
付
期
間
内
に
参
加
申
し
込

み
に
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
札
参
加
申
込
の
受
付
期
間
〉

６
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

〈
申
込
提
出
書
類
〉

・
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書

・
市
町
村
長
が
発
行
す
る
身
分
（
身

元
）
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

・
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

〈
申
込
受
付
場
所
〉

市
廃
棄
物
対
策
課
管
理
係

〈
入
札
日
時
〉

６
月
22
日（
日
）

物
件
①
…
…
…
午
前
10
時
〜

物
件
②
…
…
…
午
前
10
時
30
分
〜

物
件
③
…
…
…
午
前
11
時
〜

物
件
④
…
…
…
午
前
11
時
30
分
〜

〈
入
札
会
場
〉

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

〈
入
札
保
証
金
〉

入
札
金
額
の
５
／
100
以
上
の
金
額

※
入
札
開
始
前
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

〈
入
札
日
に
持
参
す
る
も
の
〉

・
一
般
競
争
入
札
参
加
証

・
印
鑑
　
・
入
札
保
証
金

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

〈
契
約
保
証
金
〉

契
約
金
額
の
１
／
10
以
上
の
金
額

※
落
札
後
必
要
で
す
が
、
代
金
即
納
の
場
合

は
要
り
ま
せ
ん

〈
代
金
の
支
払
い
〉

契
約
締
結
の
日
か
ら
30
日
以
内

〈
建
設
機
械
等
の
引
き
渡
し
〉

　
売
買
代
金
の
納
入
お
よ
び
所
有
者

名
義
人
変
更
手
続
き
を
確
認
後
、
引

き
渡
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
費
用
等
〉

　
所
有
者
名
義
人
変
更
等
の
手
続
き
の

費
用
お
よ
び
建
設
機
械
搬
出
費
用
は
す

べ
て
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
廃
棄
物
対
策
課
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
４
２

ペ
ッ
ト
情
報
⑤

　
動
物
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

動
物
由
来
感
染
症
と
の
関
連

　
動
物
を
生
活
環
境
に
よ
り
カ
テ
ゴ
リ
ー

（
群
）
分
け
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
動
物
由
来
感
染
症
と
の
関
連
性
が
見

い
だ
せ
ま
す
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
病
原
体
』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

カテゴリー（群）

ペ ッ ト

野生動物

家　　畜

展示動物

動物由来感染症との関連

本来、犬や猫からうつることは少ないが、人と密接に触れ合うこと

で感染することがある

人の行動の多様化により、どのような病原体を持っているか不明な

ことが多い野生動物と接触し、感染する危険性がある

衛生対策の徹底で予防可能な感染症が多い

人と動物が触れ合える施設では、動物由来感染症に配慮した対策が

重要

子
ど
も
会
の
み
な
さ
ま
へ

　
む
つ
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
（
市
子
連
）
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
『
む
つ
市
子
ど
も
会
体
育
ま
つ

り
』
な
ど
の
行
事
の
ほ
か
に
『
清
掃
活

動
へ
の
助
成
』、
安
心
し
て
子
ど
も
会
活

動
が
で
き
る
よ
う
県
で
実
施
し
て
い
る

『
安
全
会
（
見
舞
金
制
度
）』
へ
の
加
入

促
進
事
業
（
助
成
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
加
入
し
て
い
る
団
体
へ
は
加
入

案
内
の
資
料
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
未
加
入
で
活
動

し
て
い
る
子
ど
も
会
へ
も
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

�

24－

１
２
２
４

物
　
件
　
①

物
　
件
　
②

物
　
件
　
③

物
　
件
　
④
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ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
婦
人
用
自
転
車
・
パ
ソ
コ

ン
・
女
児
服
（
120
〜
130
㎝
）・
女
児
服

（
130
㎝
〜
）・
男
児
服
（
90
㎝
〜
）・
Ａ

型
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
制
服
男
の
子
用
）・
ベ
ッ
ド
・
二
段

ベ
ッ
ド
（
子
ど
も
用
）・
ガ
リ
版

・
不
用
品
…
女
の
子
用
自
転
車
（
16
・

18
・
20
イ
ン
チ
）

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

料
理
教
室

�
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　
夕
食
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

※
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
次
回
は
７
月
24
日
（
木
）
の
予
定
で
す
。

〈
い
つ
〉

６
月
26
日（
木
）午

後
６
時
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館

〈
定
員
〉
20
名

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

〈
申
込
締
切
〉
６
月
20
日
（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美
さ
ん 

�

29－

４
１
０
４

�

東
北
電
力
料
理
教
室

〈
い
つ
〉

６
月
17
日（
火
）午

前
10
時
〜
午
後
１
時

７
月
９
日（
水
）午

後
５
時
40
分
〜
８
時

〈
ど
こ
で
〉

東
北
電
力
む
つ
営
業
所

別
館
２
階
電
気
教
室

〈
定
員
〉
各
18
名
（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉
材
料
代
と
し
て
５
０
０
円

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
北
電
力
む
つ
営
業
所

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
　

�

22－

６
９
４
２

ス
ポ
ー
ツ

�

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

員
募
集

　
む
つ
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
し

た
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
練
習
を
１
年
間
と

お
し
て
行
な
い
、
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
が

で
き
る
ま
で
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
募
集
人
員
〉
男
女
各
10
名

〈
申
込
締
切
〉
５
月
31
日
（
土
）

〈
申
込
方
法
〉

　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５－

０
０
８
６

む
つ
市
大
湊
上
町
35
番
10
号

　
　
大
　
谷
　
　
　
衛

�

24－

１
７
６
０

講

演

会

�

海
老
川
女
性
学
級
講
演
会

〈
い
つ
〉
６
月
６
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
テ
ー
マ
〉

女
性
問
題
と
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

〈
講
師
〉

　
建
　
部
　
玲
　
子
　
氏

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
女
性
学
級

下
山
さ
ん
�

22－

４
８
８
４

暮

ら

し

�

電
気
融
雪
セ
ミ
ナ
ー

〈
い
つ
〉
６
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
第
一
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

電
気
融
雪（
ロ
ー
ド
ヒ
ー
タ
ー
・
ル
ー
フ

ヒ
ー
タ
ー
）
設
置
に
つ
い
て

〈
講
師
〉

㈱
キ
ラ
ク
電
気
　
工
藤
幸
治
氏

〈
定
員
〉
30
名

〈
申
込
締
切
〉
６
月
11
日
（
水
）

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
北
電
力
む
つ
営
業
所

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
　

�

22－

６
９
４
２

音
　
　
楽

�

む
つ
・
下
北
『
第
九
』
を
歌
う
会

　
私
た
ち
、
む
つ
・
下
北
『
第
九
』
を
歌

う
会
で
は
、
12
月
23
日
（
祝
）
に
下
北
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
『
第
九
』
コ
ン
サ
ー

ト
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
も
し
っ
か
り
と
行
な
う
の
で
初

心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
市
民
手
づ
く
り
の
『
歓
喜
の
歌
』
を

下
北
の
大
地
に
響
か
せ
ま
し
ょ
う
！

〈
練
習
日
程
〉
月
数
回
程
度

（
詳
細
は
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

〈
参
加
資
格
〉
中
学
生
以
上

（
学
生
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

〈
参
加
費
〉
３
千
円
（
学
生
の
方
は
無
料
）

〈
募
集
人
数
〉
150
人
程
度

〈
申
込
方
法
〉

　
下
北
文
化
会
館
、
市
公
民
館
な
ど

に
申
込
書
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
・
下
北『
第
九
』を
歌
う
会

越
善
�

23－

５
３
０
７

（
午
後
３
時
〜
７
時
）

社
会
福
祉
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　

　
青
森
県
社
会
福
祉
振
興
団
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各種がん検診
～申し込み受付中～

ご希望の方は、お早めにお申し込みください。

【胃がん・大腸がん検診】

〈いつ・どこで〉

６月30日（月）……大平町集会所

８月１日（金）………近川中学校

※受付時間…午前６時45分～８時

〈 対 　 象 〉

40才以上の方

〈 検 診 料 〉

・胃がん検診……………900円

・大腸がん検診…………500円

※生活保護世帯、または市民税非課税世帯の方、老人医療受給者は無料です。

【子宮がん・乳がん・甲状腺がん検診】

〈いつ・どこで〉

７月１日（火）……下北文化会館

※受付時間…午後５時～６時30分

〈 対 　 象 〉

30才以上の女性

〈 検 診 料 〉

・子宮がん検診………………600円

・乳がん、甲状腺がん検診…300円

※生活保護世帯、または市民税非課税世帯の方、老人医療受給者は無料です。

【骨密度検診】

〈いつ・どこで〉

６月24日（火）……下北文化会館

※受付時間…午後５時～６時30分

〈 対 　 象 〉

30才以上の女性

〈 検 診 料 〉

2,100円

※今年度中に40才と50才に到達する方は無料となります。

訂正のお知らせ
　都合により、健康カレンダー掲載の赤ちゃん教室５月と

６月のテーマが入れ替わりました。受付時間も変わります。

実施日

５月28日（水）

６月25日（水）

受付時間

13:10～ 13:20

12:40～ 12:50

テーマ

心 の 成 長

皮　膚　科

日本脳炎予防接種

　日本脳炎予防接種を次の日程で実施します。

　対象になる方は、予診票と母子手帳を持参し、会場へお越し

ください。

※対象は、３才から７才６か月未満の方となります。

ポリオ予防接種

　接種日現在、生後３か月から７才６か月未満で、２回の接種

を完了していないお子さんが対象です。母子健康手帳、すこや

かブックについている急性灰白髄炎（ポリオ）予診票を持っ

て、当日会場においでください。

　なお、予診票には保護者の押印を忘れずに、また、サイン欄

はあらかじめ記入しておいてください。

乳幼児結核検診（ツ反・ＢＣＧ）

　乳幼児結核検診（ツベルクリン反応・ＢＣＧ予防接種）を実

施いたしますので、日程表をご覧になり、都合のよい日におい

でください。

　生後３か月～４才未満でまだＢＣＧを受けていない方対象と

なります。

　判定およびＢＣＧ接種は、ツベルクリンを実施した２日後に

同じ会場で行います。

※『すこやかブック』のツベルクリン反応検査予診票と母子健

康手帳を持参してください。

実施日

６月６日（金）

６月12日（木）

実施日

６月27日（金）

実施日

６月11日（水）

６月24日（火）

受付時間

12:45～13:30

12:45～13:30

受付時間

12:45～13:00

受付時間

13:15～13:30

12:45～13:00

実施場所

下北文化会館

下北文化会館

実施場所

下北文化会館

実施場所

市 公 民 館

下北文化会館



( 1 7 )

　
青
森
県
歯
科
医
師
会
下
北
支
部
会
で

は
、
歯
の
衛
生
週
間
と
し
て
『
歯
の
無

料
健
康
相
談
』
を
行
な
い
ま
す
。

　
歯
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

方
（
む
し
歯
・
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い
・
歯
が

ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
・
口
臭
・
顎
関
節
症
等
）、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
診
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
ご
来
場
で
き
ま
す
の
で
、

直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
６
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
第
一
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

・
歯
の
な
ん
で
も
健
康
相
談

・
無
料
歯
科
健
診

・
パ
ネ
ル
展
示

・
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
ビ
デ
オ
上
映

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

６月10日

６月10日

６月27日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

é û ä‘

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

伝 　 法 　 医 　 院 � 24-1186

中村眼科クリニック � 22-2512

川 　 上 　 医 　 院 � 22-2990

村中内科・心療内科医院 � 23-0120

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック � 23-0033

☆　１日（日）

☆　８日（日）

☆15日（日）

☆22日（日）

☆29日（日）

６ 月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成14年10月生まれおよび平成15年２月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

６月25日（水）
10:10～10:20

赤ちゃん教室（心の成長）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

６月25日（水）
12:40～12:50

10か月児健康診査

対象児は、平成14年８月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

６月20日（金）
12:40～12:50

１才６か月健康診査

対象児は平成13年11月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

６月19日（木）
13:00～13:20

２才児歯科健康診査

対象児は平成12年12月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

６月５日（木）
13:00～13:20

３才児健康診査

対象児は平成11年12月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

６月26日（火）
12:00～12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

６月の健康相談（糖尿病）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が糖尿病にについ

てのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13:00～15:00

毎週火～金曜日
13:00～15:00

６ 月 の 献 血 受 付 日 程

★３日（火）

　　東北電力㈱むつ営業所 10:30～ 12:00

　　アークスプラザ中央店 13:30～ 16:30

★ 12日（木）

　　鍵本ハイヤー駐車場 10:30～ 16:30

★ 17日（火）

　　日本原子力研究所むつ事業所 10:30～ 12:00

　　マエダストア苫生店 13:30～ 16:30

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

６
月
４
日
〜
10
日
は
『
歯
の
衛
生
週
間
』

歯
の
な
ん
で
も
無
料
健
康
相
談

　健診手数料は４月１日から改定されてお

ります。詳しくは毎戸配布されております

《健康カレンダー》に記載してありますの

でご確認ください。

　また市健康推進課までご連絡いただけれ

ば、内容をお知らせいたします。
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５月18日（日）・市内中学校体育祭

　去る５月３日（祝）、『第23回全日本学童野球むつ地区予選』

が行なわれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　写真は『あかまつスターズ』の駒谷麻妃投手です。　　　　

　女子選手の参加は、過去に野手で１名いましたが、投手とし

て参加するのは駒谷さんが初めてだということです。　　　　

　残念ながら試合には負けてしまいましたが、これからも野球

を続けていってくださいね。

５月３日（祝）・第23回全日本学童野球むつ地区予選

　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
( 1 8 )
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